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多世代交流施設整備に向けた
市民懇談会

はだのこども館 １階多目的室

令和８年５月３０日 １３時３０分～
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多世代交流施設整備に向けた市民懇談会

１ 本日の開催目的

２ これまでの取り組みの振り返り
※アンケート・ワークショップ等の結果

３ 多世代交流施設の機能イメージ

４ 多世代交流施設の機能等に関するグループディスカッション
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開催目的

⚫ 秦野駅北口周辺地域のにぎわい創造に向けて、市民や商業者、事業者等と行政が連携してまちづくりに取り

組んでいくために、「秦野駅北口周辺まちづくりビジョン」を策定しました。

⚫ その中で、道路の拡幅整備等を進めている県道７０５号の沿道について、市民や来訪者などの多様な人々が

集まり、活動や交流できる市の中核となる拠点（秦野市多世代交流施設）を設置し、その拠点を中心に生ま

れたにぎわいが他のゾーンに波及することを目指しています。

⚫ そこで、これまでに実施したアンケートやワークショップなどを重ねて、市民が多世代交流施設に求めてい

る機能の概要がわかってきたため、その概要等を共有するとともに、「多世代交流施設がどのような施設

だったら、自分は使いやすいか。」・「自分なら多世代交流施設で、どんなことをしてみたいのか」イメー

ジを膨らませながら意見交換をし、多世代交流施設の整備や運営に関する検討材料の一つとするものです。

秦野市多世代交流施設
建設予定地
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※秦野市多世代交流施設整備基本構想（P36・3９）引用

【多世代交流施設の考え方】

親子は安心感のある遊びや学びの場で健やかな成長を、学生
は学びや交流の機会を広げ、企業は新たな協力関係を築くなど、
誰もがこの場を通じて居心地の良さだけでなく、新たな気づき
や発見、共感、創造を通じた価値を見出します。

現況の整理、多世代交流拠点の方向性、コンセプト、基本方針、５つの機能との関係性を示します。

基本方針１

交流機会の創出
こども・子育て

基本方針２

学びや仕事の場の創出

学び・知育

基本方針３

子育て支援の場の創出

創造的活動

市民活動／
起業・就労

基本方針４

魅力や活動の発信 魅力情報発信
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【現況】課題と考えられる部分
・にぎわいや交流の場が少ない
・若者の活動・発表の場がない
・こどもの遊び場や子育て支援
施設が少ない

・はだのこども館が令和１２年に
更新年数を迎える

【現況】良い部分
・市全体イメージとして豊富な
自然資源を有する

・計画地は駅に近く利便性が良い
・秦野駅は市内４駅で乗降客数が
最も多い

【市民が求める場所・空間】
・若者が発表できる場
・誰もが触れられる本のある場
・子育て世代が利用できる場
・市の魅力・情報を発信する場
・カフェ等の居心地が良い場
・多用途に対応できる場
・開放的で自然と調和する場

【多世代交流拠点整備に向けた方向性】
・多世代の交流の促進、居心地の良い空間
・図書のある空間、学習や仕事に集中できる環境の整備
・多様な文化に触れる機会の創出、文化・学術活動を発表できる場
・未就学児と親子の交流の場の確保、こどもの遊び場の創出
・地域情報の発信

５つの機能

秦野市多世代交流施設整備基本構想について（令和８年３月策定）

【上位計画・社会環境変化等】
・総合計画
・公共施設再配置計画
・中心市街地活性化基本計画
・人口、少子高齢化

〇
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域
資
源
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連
携
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秦野市多世代交流施設整備基本計画（素案）の検討状況について

用途例

こども・子育て
機能

【 屋 内 遊 戯 場 】 ネット遊具などを設けた屋内の遊び場（未就学児対象）

【 保 育 室 】 こどもの一時預かりスペース

【 フ リ ー ス ペ ー ス 】 交流スペース

学び・知育機能
【 図 書 空 間 】

本を読みながらくつろげるスペース、
本の販売、市立図書館の本の予約貸出・返却対応の実施
ワークショップ等ができるスペース

【 自 習 室 】 学生等が勉強するスペース

創造的活動機能
【ダンス・音楽スタジオ】 防音仕様の貸室スタジオ

【 芝 生 広 場 】 イベント利用もできる屋外スペース

市民活動／
起業・就労機能

【コワーキングスペース】
仕事等に集中できるスペース
WEBブース、法人向けのレンタル事務室

【 会 議 室 】 打合せ、教室、イベント等様々な使い方ができる貸会議室

【 フ リ ー ス ペ ー ス 】 市民交流スペース

【 行 政 施 設 】 公共職業安定所

魅力情報発信
機能

【 情 報 発 信 コ ー ナ ー 】 歴史、文化、人物、イベント、施設のお知らせコーナー

【 飲 食 ・ 物 販 】 カフェ・地元特産品等の販売

※このプランは、事業収支を試算するためのモデル建物です。
実際の設計は、受注した事業者が行います。

街角広場
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多世代交流施設の機能イメージ（建設予定箇所・施設内機能イメージ）

片町通り交差点方面

秦野駅方面

県
道
７
０
５
号

多世代交流施設
建築予定範囲

緑地

屋外広場

駐
車
場

多世代交流施設事業区域（約0.4ha）

※上の図の事業区域及び施設の位置、土地利用については概ねの位置を示しており、用地の取得状況などに応じて変更する
可能性がございます。また、施設内の具体的な機能の配置等については、モデルとしてお示ししたものであり、市民等からの
意見や民間事業者からの提案を受けて見直しをする予定です。 6



多世代交流施設の機能イメージ（施設内機能イメージ）

約1,470㎡建築面積

約560㎡会議室・フリースペース ※屋上広場を除く4階

延
べ
床
面
積

約1,470㎡行政機能（ハローワーク）等3階

約1,440㎡会議室・コワーキングルーム・フリースペース・フリールーム・レンタル事務所・音楽スタジオ・自習室等2階

約1,470㎡プレイルーム・フリースペース・図書室（ブックスペース）・カフェ等1階

約600㎡機械室、倉庫等B1階

5,540㎡合計

※上の図・表は、あくまでもイメージとして一例をお示ししているものです。
※施設内の具体的な機能の配置等については、市民等からの意見や民間事業者からの提案等に応じて変更します。



2秦野市多世代交流施設１階（ウェルカムエリア（仮称））の主なイメージ

※ブックスペース



3秦野市多世代交流施設１階（ウェルカムエリア（仮称））の主なイメージ

プレイルーム
主にこどもが活動する空間（約１２０㎡）
例：フロアを広く考えて、上部にネットを設置して、掴む・ぶら下がる・走る・寝転がるなど、

幅広く遊べる空間も実現

図書館
※ブックスペース

図書のある空間（約８７０㎡）
例：静かに読書や学習を楽しむ人だけでなく、オープンラウンジのように読書と会話や、

併設されたカフェで軽食を楽しむ人のための空間も実現



秦野市多世代交流施設１階（ウェルカムエリア（仮称））の主なイメージ

エントランスホール
フリースペース

多世代交流施設の正面玄関・小規模広場（約１７１㎡）
例：小規模広場を使った、市の魅力や地域・学校・学生等による活動などのＰＲ

大型モニターで、地元の魅力などの情報発信



5秦野市多世代交流施設２階（クリエイトエリア（仮称））の主なイメージ



6秦野市多世代交流施設２階（クリエイトエリア（仮称））の主なイメージ

会議室
年代や性別に問わず、集会や会議などで使用できる空間
教室やセミナーなど、趣味や仕事などで使用できる。
例：地元住民での集会、地元事業者によるセミナー、地域団体による教室

コワーキングルーム
フリーランス、起業家、会社員などが場所や設備を共有しながら、
それぞれの仕事を行う共同のワークスペース



7秦野市多世代交流施設２階（クリエイトエリア（仮称））の主なイメージ

音楽スタジオ 軽音楽器や金管楽器など、一般の部屋では楽しめない楽器を使用できる音楽活動ができる空間

レンタル事務所 一時的に使用するコワーキングルームと違い、長期間、仕事場として利用する空間

自習室 静かに学習や趣味を楽しむ空間



8秦野市多世代交流施設４階（ワーキングエリア（仮称））の主なイメージ



9秦野市多世代交流施設４階（ワーキングエリア（仮称））の主なイメージ

会議室
年代や性別に問わず、集会や会議などで使用できる空間（２階にある会議室よりも大人数用）
教室やセミナーなど、趣味や仕事などで使用できる。
例：地元住民での集会、地元事業者によるセミナー、地域団体による教室

屋上・屋外
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